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　「免疫」は「疫病から免れる」としば
しば簡単に解釈されているが，immunity
は「公の義務から解放された」という意
味のラテン語 immunisから生まれたとい
う（木村専太郎『医者も知りたい面白医
学英語事典』）。Immunisから派生した語
にはcommunityやcommunismなどがある。
　「免疫」が immunityの訳語として定着
しておよそ 130年になるが，誰がその訳
語を最初に使ったかは必ずしもはっき
りしない。『日本国語大辞典』では，国
木田独歩が比喩的に使ったことが紹介されている。すなわち，1908年の『病
床録』に「恋せざる男女は種痘せざる人の如し……その免疫期間は極めて短し，
或は全く無き人あり」と記されている。これは中国の『新華外来詞詞典』（2019）
にも日本の最初の用例と示されているが，これは比喩的使用であり，本義的
にはもっと早い時期だとも述べられている。
　そこで Google Scholarで調べると，1896年に細菌学や獣医学の論文に初出
し，その後に多くの論文が出ているが，やはり「最初に誰が？」という謎が
残る。そこで，千葉大から東大に移られていたので筆者は一度しか講義を拝
聴できなかった多田富雄先生（東大名誉教授）の著書『免疫の意味論』（青土
社，1993）に当たると，川喜田愛郎先生（千葉大名誉教授）が 1887年の書物
に記載を見つけたという記載があった。これを基にWeb上で検索すると，川
喜田愛郎「特別講演：免疫学 100年史」（順天堂医学，1982）に以下のように
述べられている。
　「『免疫』という言葉が……いつ登場したかを……東大医学部の図書館で調
べたことがあるのですが，……明治 23（筆者註：1890）年ごろと推定された
ままで結論がえられませんでした。その後，阪大の藤野（恒三郎）名誉教授
の御教示で，……ばくてりあ病理新説……の訳者矢部辰三郎という方が『免
疫性』という訳語をあてておられることがわかりました。……もっともそれ
はすぐに定着したわけでなく，……免病質，免脱質，免除質，等いろいろな
言葉が文献にみえるのですが，数年後には immunityの訳語としての『免疫』
は動かないものとなった……」。なお，この講演の中で川喜田先生は「自己免
疫病」という言葉について，「免疫」と「病」が並置されているのが無神経だ
と述べられており，印象的である。
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　北川雄光先生監修，宮澤光男先生，
竹内裕也先生編集による本書は，わが
国を代表するハイボリュームセンター
における消化器外科内
視鏡手術の実際を，数
多くの手術動画とわか
りやすい解説で学ぶこ
とのできるぜいたくな手術書である。
ほぼ全ての消化器領域の手術を網羅
し，エキスパートチームで培われたノ
ウハウが惜しげもなく記載されてお
り，どの世代の外科医にとっても，日
頃の疑問に答え，より良い手術に導い
てくれる，真にバイブルと呼ぶにふさ
わしい待望の一冊である。
　ページを開いてまず驚かされるの
は，動画の多さである。手術操作ごと
に細かく区分され，簡潔明瞭な解説文
と連動して配置されている。さすがハ
イボリュームセンターで練られた動画
だけあって，映像の精緻さ，撮像の角
度，カメラワーク，尺の長さ，いずれ
も申し分ない。動画を見るだけで，手
術手技のコツと技術習熟の到達点をイ
メージすることができる。また，動画
視聴だけではわからないポート配置な
どはイラストで具体的に表現されてい
るため，型通りの冗長な解説が不要と
なり，内容の濃さとは裏腹に紙面構成
がすっきりしている。質の高い動画と
イラストが簡潔な解説文とリンクして
配置され，記載分量や紙面構成が統一
されているため，とても見やすく，読
みやすい。おそらくは，左手で本を開
き，右手でスマホを操作して動画視聴

しながら利用することを想定されてい
るのであろう。読者の目線や利用法へ
の編者の配慮が強く感じられる。

　もちろん，手術手技
の細かい部分や使用す
る機器は施設により異
なる。本書では，施設

別，術式別に術者，助手，機器の配置
とポート配置，準備する器具などの詳
細が記載されている。ロボット手術に
ついても，ポート配置や使用する鉗子
がここまで詳細に書かれている教科書
はこれまでにない。読者は，いながら
にして全国のハイボリューム施設の手
術を見学し，手術手技，手術室の人と
機器の配置，さらにはチームプレーの
実際を学ぶのと同様の経験を積むこと
ができる。このことは，まさに監修者，
編集者の意図するところである。
　コロナ禍にあって，技能向上をめざ
す多くの外科医はハイボリュームセン
ターでの手術見学の機会を希望しなが
らも，困難な状況が続いた。本書は，
そのような外科医の渇望に呼応して，
手術見学で得られる以上の解説や動画
を付加した手術書を提供することで，
新たなスタイルの手術研鑽法を提案し
たと言っても過言ではない。コロナが
明けて自由な交流が実現した暁であっ
ても，むしろ本書の手術解説書として
の意義は大きくなるものと期待され
る。多様な利用者層に対して，多様な
環境で変わらず真価を発揮できる点に
おいても，真のバイブルである。

数多くの動画とわかりやすい
解説で学べる手術書
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　手元に『PT・OT・STポケットマニ
ュアル』が届いた。本書は，リハビリ
テーションの 3職種が共通して使える
内容をベースとしてお
り，常識や基礎知識は
もとより，患者対応や
疾患ごとの評価・治
療・介入のコツまでもが容易に調べる
ことができる内容となっている。しか
も白衣などのポケットに入るサイズで
あり，困ったときにいつでも活用でき
るという特徴がある。私が作業療法士
として就職したころは，そのような類
の本は存在しなかったので，勤務先の
図書室に走っては数少ないジャーナル
などを読みあさったり，はたまた先輩

療法士に聞きに行ったりと，四苦八苦
していたこともあり，そんな夢のよう
な書籍があるのかと期待大でページを

めくった。
　目次構成は，Ⅰ　リ
ハビリテーション・プ
ロフェッショナルとし

ての常識，Ⅱ　リハビリテーション医
療の基礎知識，Ⅲ　リハビリテーショ
ン評価の基本，Ⅳ　リハビリテーショ
ン治療の基本，Ⅴ　疾患ごとのリハビ
リテーション診療，Ⅵ　重要評価ス
ケール，となっている。非常に読みや
すい展開だ。Ⅰ章では，リハビリテー
ション医療の考え方から療法士に求め
られるもの，チームの重要性，接遇や

順を追って理解が深まる
若手療法士の必携マニュアル

記録などの作成ポイントまでまとめら
れている。療法士として，そして医療
人，さらには社会人としての「知って
おくべきこと，その心構え」など，職
員教育には欠かせない内容である。Ⅱ
章は，ICF，急性期・回復期・生活期
のリハビリテーション，各種制度など，
患者の診療にかかわる前に知っておく
べきことが網羅されている。Ⅲ章は，
評価全般について。関節可動域，筋力・
麻痺・筋緊張・協調運動・反射，上肢
機能や感覚など，各種の基本的な評価
のあり方が解説されている。それを理
解したところで，Ⅳ章の治療というつ
ながりとなっている。関節可動域訓練，
筋力増強訓練，促通手技，基本動作訓
練，移乗訓練，立位バランス訓練など
など。基本からポイント，実際場面に
至るまで述べられており非常にわかり
やすい。頭の中に整理されて入ってく
る印象だ。そしてⅤ章は疾患ごとの解
説となっている。脳卒中，パーキンソ

ン病，認知症，脊髄損傷，骨折などの
整形疾患，内部障害や難病，小児疾患
まで網羅されている。疾患ごとの解説
は，きっと読者の実臨床に生かされる
ことと思う。さらに最後のⅥ章では，
重要な評価スケールが 26種類掲載さ
れている。これらを知っておけば，お
およその疾患の評価が可能である。知
っておくべき評価ツールを一覧でき，
「あの評価は，どんな内容だっけ？」「ど
のように評価するの？」と思ったとき
に，さっと見ることができる優れもの
といえる。また，本書の全ての項目の
冒頭には「Focus Point」が提示されて
あり，目標として何を理解するのか，
何を学ぶのかが明確に示されている。
本当にありがたい。
　私は臨床経験が 37年。この短くも
長い期間，多くの療法士が臨床を積み
重ねてきたことでできあがった本だと
思う。若い療法士の方々に必須のポケ
ットマニュアル。心から薦めたい。

　本紙で紹介の書籍についてのお問い合わせは，医学書院販売・PR部まで
☎（03）3817-5650／FAX（03）3815-7804
　なお，ご注文につきましては，最寄りの医学書院特約店ほか医書取扱店にて
承っております。

●書籍のご注文・お問い合わせ
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